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群体性緑藻フタヅノクンショウモ (学名：Pediastrum duplex)の無性生殖サイクルでは、多核化、細胞質分

裂、遊走子の放出という段階を経て新しい群体を形成する。本研究では、大学に隣接した宇都宮文化の森の

森の池から単離培養したフタヅノクンショウモの無性生殖サイクルの進行に、光がどのように影響を及ぼす

のかを解析した。その結果、暗所でも光合成産物である糖 (グルコース)を添加すれば、暗所でも多核化から

多核化後の細胞質分裂や遊走子形成までは進行すること、その後の新群体形成には光シグナルが必要である

ことが明らかになった。

　本研究は、宇都宮大学および日本女子大学との共同研究で実施し、本研究室の卒研生および本学大学院に

進学した大学院生が主に担当した。
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Light-regulation of asexual reproduction in Pediastrum duplex

（フタヅノクンショウモにおける無性生殖の光調節）


